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　「
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
へ
よ
う
こ
そ
！
」
と
笑

顔
で
来
館
者
を
案
内
す
る
の
は
、
2
0
1
8
年

4
月
か
ら
同
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
佐
賀

城
本
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
務
め
る
高
祖
啓
二
さ

ん
。「
65
歳
で
の
完
全
退
職
を
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ

う
ど
明
治
維
新
1
5
0
年
を
記
念
し
た
『
肥
前

さ
が
幕
末
博
覧
会
』
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
歴

史
に
関
わ
る
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
応
募
し
ま
し
た
」。

　
幕
末
の
佐
賀
藩
は
、
10
代
藩
主
・
鍋
島
直
正

が
中
心
と
な
り
、
西
洋
の
科
学
技
術
導
入
や
人

材
育
成
に
力
を
入
れ
、
日
本
初
の
鉄
製
大
砲
や

蒸
気
船
を
製
造
し
、
維
新
で
活
躍
す
る
人
材
を

輩
出
す
る
な
ど
、
日
本
の
近
代
化
を
牽
引
し
た
。

高
祖
さ
ん
は
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
軽
妙
な
ト
ー
ク

で
楽
し
ま
せ
つつ
、
藩
の
功
績
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。「
元
々
地
域
の
歴
史
に
詳
し
か
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
活
動
を
始
め
て
か
ら
郷
土

の
先
進
性
を
再
認
識
し
、
誇
り
に
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら『
楽
し
か
っ
た
』『
佐

賀
の
素
晴
ら
し
さ
が
わ
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
る
と

う
れ
し
く
、
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
」。

　
現
在
は
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
長
と
し
て
、
館

の
職
員
と
の
協
議
や
、
労
組
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を

活
か
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
」
の
発
行
な

ど
、
活
動
の
活
性
化
に
も
取
り
組
む
。

　「
魅
力
度
最
下
位
*
と
い
わ
れ
る
佐
賀
県
で
す

が
（
笑
）、
歴
史
館
を
は
じ
め
魅
力
あ
る
史
跡
が

多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」。

＊「地域ブランド調査 2022」都道府県魅力度ランキング（ブランド総合研究所）

季刊紙「ひろがり」退職者版発行終了のお知らせ

　季刊紙「ひろがり」退職者版は、退職者・ご家族との絆をより深めるためのコミュニケーションツールとして2006年より17
年間にわたり発行してまいりました。しかし、サステナブルな視点に立った紙資源の削減および印刷・発送費を含むコストパ
フォーマンスの観点から2022年度第2回役員会（2022.7.14）での確認にもとづき第18号をもって季刊紙「ひろがり」退職者版
の発行を終了させていただくことになりました。
　退職者・ご家族のみなさまには長年にわたってご愛読いただきまして、心より感謝を申し上げます。
　今後は労連共済本部ホームページを通じて生活に役立つ情報を発信してまいりますので引き続きのご理解・ご協力をお願い
いたします。

労連共済本部

本部長 安藤 京一

4

情報労連アドバイザー

中島 豊一さん

中島社労士の 
ちょっと気になるお金の話

〜全世代型社会保障のお話〜

「歩く」シリーズ第18 弾

自然・歴史・産業・文化が調和した島 
小豆島を歩く

2

3

郷土の幕末・維新期の功績を
ガイドできる喜び

熱中時間（佐賀城本丸ボランティア）1
NTT労組退職者の会 
佐賀県支部協議会

高祖 啓二さん

高祖 啓二さん

NTT労組退職者の会 佐賀県支部協議会

高祖さんは「NTTさがバルーンクラブ」のパイロットとしても活躍している

佐賀城本丸歴史館

NTT労組退職者の会 
中央協議会 会長

森嶋 正治さん

NTT労組退職者の会 
中央協議会 副会長

本橋 一郎さん

NTT労組退職者の会 
中央協議会 副会長

高橋 洋子さん

佐賀城跡に本丸御殿の一部を復
元し、2004年に開館。日本で
最初に復元された本丸御殿。館
内では、日本の近代化に貢献し
た「幕末維新期の佐賀」をテーマ
に、佐賀城の復元や幕末維新期
を先導した佐賀藩の科学技術、
佐賀が輩出した偉人などについ
て紹介している。45メートル
続く畳敷きの長い廊下や320畳
の大広間が体感できるほか、本
丸御殿を3D画面で探検できる

「バーチャル佐賀城」などが楽し
める。入館無料。

公式サイト

熱 中中
時時 間間

佐賀城本丸
ボランティア
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小豆島
歩く

を
土庄港のシンボル「太陽の贈り
物」。1枚1枚の葉に、地元の子ど
もたちの海へのメッセージが刻
まれている。

干潮時に現れる砂の道「エンジェル
ロード」。大切な人と手をつないで渡
ると願いがかなうとか。

寒霞渓山頂で「かわらけ投げ」で運だめし。本橋
さんが投げたかわらけが見事に的に入った。

ロープウェイ
に乗り、日本
三大渓谷美の
1つ「寒霞渓」
を眺めながら
山頂へ。

マルキン醤油の「しょうゆソ
フト」。醤油とミルクが意外と
マッチしておいしい！

映画『二十四の瞳』の撮影用セットを
改築してできた「二十四の瞳映画村」。

海沿いに佇む分校の撮影用セット。昭和初期の教
室が再現されており、ノスタルジックな雰囲気。

醤油蔵や佃煮工場が集まる「醤の郷」。今も木桶を使っ
た天然醸造が行われており、香ばしい匂いが漂う。

記念館では、醤油造りの歴史や製造方法な
どを紹介。道具も多数展示されている。

「道の駅 小豆島オリーブ公
園」にある巨大な本のモニュ
メント「始まりの本」。

同じく小豆島
オリーブ公園
にある「幸せ
のオリーブ色
のポスト」。

樹齢約100年の日本最古の
オリーブ原木。今も実がな
り続けている。

寒霞渓山頂の展望台からの眺め。麓の街並みや
瀬戸内海まで一望できた。

渓谷の中を進むゴンドラの両側の窓から、険しい
岩壁が迫ってくる。

醤油職人の気分になって記念
撮影。はっぴ姿が様になって
いる。

大正初期に建てられた醤油工場
を改装した「マルキン醤油記念
館」へ。

小豆島と姉妹島提携を結ぶギリ
シャ・ミロス島との友好の証とし
て建設されたギリシャ風車。

迷路のまちには、古い建物を利用し妖怪の絵や造形を展示する「妖
怪美術館」が点在。壁に描かれた妖怪が目を引く。

小豆島本島と前島の間を流れる「世界一
狭い海峡」土渕海峡。最狭部は幅9.93m。最後に訪れたのは「中山千枚田」。標高差100m

の斜面に大小700以上の棚田が広がる。

「天狗岩丁場」にある、
高さ17m、重さ1,700t
の巨岩「大天狗岩」。

666個の残石が残る天
狗岩丁場。岩場の斜面
を登るのが、この旅最
大のヤマ場（？）に。

「残石資料館」には、大きな石の運搬方法が復元
されており、当時の人々の苦労がしのばれた。

「道の駅・みなとオアシス 大坂
城残石記念公園」の「残石資料
館」には当時の道具が展示。

移動中に見かけた現代の大規模採石場。今
も石材が島の重要な資源であることを実感。

「迷路のまち」を散
策。 背 後は小 豆島
八十八ヶ所霊場第58
番「西光寺」の三重塔。

老舗菓子店「岡田長栄堂 本店」で一休み。大判焼きの「入れも
のが無い　両手で受ける」は、この地ゆかりの俳人、尾崎放哉の句。
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正解者の中から抽選で、Ａ・Ｂ・C・Dのうち、 
いずれかご希望の賞品をプレゼントします。
労連共済本部ホームページ

https://www.roren-kyosai.jp/
にてご解答いただくか、ハガキに【①住所、②名前、③電話番号、④所属支部協、⑤答え（番
号）、⑥希望の賞品（A.とらふぐ、B.ちゃんこ、C.あまおう、D.ドレッシング）をご記入の上、
下記あて先までお送りください。また、本紙や情報労連共済本部へのご意見・ご感想など
もあわせてお寄せください。締め切りは11月30日（木）。なお、当選者の発表は賞品の発
送をもって代えさせていただきます。第17号のパズルの答えは6番と7番でした。応募総
数は2,096件、正解数は2,028件でした。抽選の結果、40名の方に賞品を発送しました。

同じ絵は何番と何番？

提供：株式会社ライフアシスト

小豆島の名物、オリーブを描いた1〜9の絵は、どれも良く似ていますが、
まったく同じ絵は2つだけで、他の絵はどこかが違っています。
さて、同じ絵は何番と何番でしょうか？

問題

パ ズルライフマン

とらふぐ料理
セット

本場両国巴潟
塩ちゃんこ鍋
セット

京都養老軒
博多あまおう
まるごと苺大福

〒101-0063 東京都千代田区神田淡路町2−101ワテラスタワー16階
情報労連共済本部「ひろがり退職者版パズル」係

あて先
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小
訪
豆
れ
島
た
と
場所

5名 5名

10名

A B

C D
小豆島の
彩りドレッシング
セット

30名

「歩く」
シリーズ

企画

第18弾

　
旅
は
島
最
大
の
港
、
土と

の
し
ょ
う庄
港
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
港
で
迎
え
る
の
は
金
色

に
輝
く
オ
リ
ー
ブ
の
冠
の
ア
ー
ト「
太
陽
の
贈
り
物
」。
こ
う
し
た
瀬
戸
内

国
際
芸
術
祭
の
作
品
が
島
の
各
地
に
点
在
し
、
風
景
に
溶
け
込
ん
で
い
る
。

ま
ず
は
、
港
近
く
に
あ
る「
迷
路
の
ま
ち
」を
散
策
。
南
北
朝
時
代
に
戦

乱
や
海
賊
、
海
風
に
備
え
て
つ
く
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
入
り
組
ん
だ
路
地

に
は
、
昔
な
が
ら
の
建
物
が
点
在
し
、
ど
こ
か
懐
か
し
さ
が
漂
う
。
迷

路
の
ま
ち
を
抜
け
て
7
分
ほ
ど
歩
く
と
、
人
気
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
、
エ
ン

ジ
ェ
ル
ロ
ー
ド
。
干
潮
時
の
み
現
れ
る
砂
州
の
道
だ
。

　
東
へ
移
動
し
、
日
本
の
オ
リ
ー
ブ
栽
培
発
祥
の
地
で
あ
る「
オ
リ
ー
ブ

の
丘
」へ
。
瀬
戸
内
海
を
望
む
丘
の
上
に
オ
リ
ー
ブ
畑
が
広
が
り
、
オ
リ
ー

ブ
の
木
々
の
間
を
気
持
ち
よ
く
歩
く
。
同
地
で
オ
リ
ー
ブ
栽
培
が
始
ま
っ

た
の
は
1
9
0
8（
明
治
41
）年
。
オ
リ
ー
ブ
公
園
に
あ
る
記
念
館
の
展
示

か
ら
は
、
日
本
固
有
の
害
虫
に
よ
る
被
害
な
ど
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
島
で
の
栽
培
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
オ
リ
ー
ブ
と
並
ぶ
島
の
特
産
品
が
醤
油
だ
。
小
豆
島
の
醤
油
造
り
は

約
4
0
0
年
の
歴
史
が
あ
る
。
昔
な
が
ら
の
醤
油
蔵
が
軒
を
連
ね
る
の
が

「
醤
の
郷
」。
辺
り
は
香
ば
し
い
匂
い
が
漂
っ
て
い
た
。
1
0
0
年
以
上
の

歴
史
を
持
つ
蔵
を
利
用
し
た「
マ
ル
キ
ン
醤
油
記
念
館
」を
訪
ね
、
昔
の
醤

油
造
り
の
道
具
な
ど
を
見
学
し
た
。

　
オ
リ
ー
ブ
の
丘
も
醤
の
郷
も
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
景
観
が
あ
り
、
地

域
の
産
業
と
観
光
が
上
手
に
結
び
つ
い
て
い
る
点
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
次
に
訪
れ
た
の
は「
二
十
四
の
瞳
映
画
村
」。
小
豆
島
を
全
国
に
知
ら

し
め
た
1
9
5
4
年
の
映
画『
二
十
四
の
瞳
』。
そ
の
2
度
目
の
映
画
化

（
1
9
8
7
年
）で
使
用
さ
れ
た
オ
ー
プ
ン
セ
ッ
ト
を
改
築
し
た
テ
ー
マ

パ
ー
ク
で
、
昭
和
初
期
の
村
が
再
現
さ
れ
て
い
る
。
木
造
校
舎
の
窓
越
し

に
眺
め
た
瀬
戸
内
の
静
か
な
海
が
美
し
か
っ
た
。

　
後
半
は
、
小
豆
島
が「
石
の
島
」で
も
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
っ
た
。
ま
ず
、
島
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
す
る
寒
霞
渓
へ
。
約

1
3
0
0
年
前
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
で
き
た
地
形
が
、
長
い
年
月
を
か

け
て
侵
食
な
ど
の
影
響
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
渓
谷
で
、
日
本
三
大
渓
谷

美
の
1
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
車
窓
か
ら
、
雄
大
な

渓
谷
美
を
間
近
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
続
い
て
訪
れ
た
の
は
、
大
坂
城
築
城
の
た
め
の
石
切
丁
場
跡
の
1
つ
、

天
狗
岩
丁
場
。
大
小
6
6
6
個
も
の
残
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て
お
り
、
く
さ

び
を
打
ち
込
ん
だ
跡（
矢
穴
）な
ど
も
見
ら
れ
、
当
時
の
石
切
の
様
子
が

伝
わ
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
大
坂
城
残
石
記
念
公
園
で
は
、
採
石
に
利
用
さ

れ
て
い
た
当
時
の
道
具
な
ど
が
展
示
さ
れ
る
資
料
館
を
見
学
。
機
械
の
な

い
時
代
に
工
夫
を
し
て
採
石
・
運
搬
し
た
様
子
が
う
か
が
え
た
。

　
最
後
に
訪
れ
た
の
は
、「
日
本
の
棚
田
百
選
」に
選
ば
れ
て
い
る
中
山

千
枚
田
。
斜
面
に
約
8
0
0
枚
も
の
棚
田
が
折
り
重
な
る
美
し
い
景
観
は
、

地
域
の
人
々
が
中
心
と
な
っ
た
保
全
活
動
の
賜
物
だ
。
自
然
・
歴
史
・
産

業
・
文
化
が
調
和
し
た
島
の
魅
力
を
満
喫
し
た
旅
だ
っ
た
。

「
オ
リ
ー
ブ
の
丘
」に「
醤ひ

し
お

の
郷さ

と

」

地
元
の
産
業
に
楽
し
み
な
が
ら
触
れ
る

二
十
四
の
瞳
映
画
村
、
寒か

ん
か
け
い

霞
渓
、
石
切
場
…

小
豆
島
な
ら
で
は
の
景
色
の
中
を
歩
く

生産量日本一のオリーブや小説『二十四の瞳』の舞台などで知られ
る、瀬戸内海で2番目に大きな島、小豆島。「世界の持続可能な観
光地」に2年連続で選出され 、世界からも注目されています。そ
んな魅力あふれる島を、NTT労組退職者の会中央協議会の会長、
森嶋正治さんと、副会長の本橋一郎さん、高橋洋子さんが歩きました。

※�小豆島町が「世界の持続可能な観光地TOP100選」2021年版、2022年
版に選出。

自然・歴史・産業・文化が調和した島

高橋洋子さん 本橋一郎さん
森嶋正治さん

STARTGOAL

★�それぞれのQRコードからウェブ
サイトの詳しい情報にアクセス
できます。
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　「
佐
賀
城
本
丸
歴
史
館
へ
よ
う
こ
そ
！
」
と
笑

顔
で
来
館
者
を
案
内
す
る
の
は
、
2
0
1
8
年

4
月
か
ら
同
館
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
「
佐
賀

城
本
丸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
務
め
る
高
祖
啓
二
さ

ん
。「
65
歳
で
の
完
全
退
職
を
機
に
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
ち
ょ

う
ど
明
治
維
新
1
5
0
年
を
記
念
し
た
『
肥
前

さ
が
幕
末
博
覧
会
』
が
開
催
さ
れ
、
地
元
の
歴

史
に
関
わ
る
活
動
に
興
味
を
持
ち
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
応
募
し
ま
し
た
」。

　
幕
末
の
佐
賀
藩
は
、
10
代
藩
主
・
鍋
島
直
正

が
中
心
と
な
り
、
西
洋
の
科
学
技
術
導
入
や
人

材
育
成
に
力
を
入
れ
、
日
本
初
の
鉄
製
大
砲
や

蒸
気
船
を
製
造
し
、
維
新
で
活
躍
す
る
人
材
を

輩
出
す
る
な
ど
、
日
本
の
近
代
化
を
牽
引
し
た
。

高
祖
さ
ん
は
、
訪
れ
た
人
た
ち
を
軽
妙
な
ト
ー
ク

で
楽
し
ま
せ
つつ
、
藩
の
功
績
を
わ
か
り
や
す
く

解
説
す
る
。「
元
々
地
域
の
歴
史
に
詳
し
か
っ
た

わ
け
で
は
な
く
、
こ
の
活
動
を
始
め
て
か
ら
郷
土

の
先
進
性
を
再
認
識
し
、
誇
り
に
思
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
お
客
様
か
ら『
楽
し
か
っ
た
』『
佐

賀
の
素
晴
ら
し
さ
が
わ
か
っ
た
』
と
言
わ
れ
る
と

う
れ
し
く
、
疲
れ
も
吹
き
飛
び
ま
す
」。

　
現
在
は
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
長
と
し
て
、
館

の
職
員
と
の
協
議
や
、
労
組
で
培
っ
た
ス
キ
ル
を

活
か
し
た
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
」
の
発
行
な

ど
、
活
動
の
活
性
化
に
も
取
り
組
む
。

　「
魅
力
度
最
下
位
*
と
い
わ
れ
る
佐
賀
県
で
す

が
（
笑
）、
歴
史
館
を
は
じ
め
魅
力
あ
る
史
跡
が

多
数
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
」。

＊「地域ブランド調査 2022」都道府県魅力度ランキング（ブランド総合研究所）

季刊紙「ひろがり」退職者版発行終了のお知らせ

　季刊紙「ひろがり」退職者版は、退職者・ご家族との絆をより深めるためのコミュニケーションツールとして2006年より17
年間にわたり発行してまいりました。しかし、サステナブルな視点に立った紙資源の削減および印刷・発送費を含むコストパ
フォーマンスの観点から2022年度第2回役員会（2022.7.14）での確認にもとづき第18号をもって季刊紙「ひろがり」退職者版
の発行を終了させていただくことになりました。
　退職者・ご家族のみなさまには長年にわたってご愛読いただきまして、心より感謝を申し上げます。
　今後は労連共済本部ホームページを通じて生活に役立つ情報を発信してまいりますので引き続きのご理解・ご協力をお願い
いたします。

労連共済本部

本部長 安藤 京一

4

情報労連アドバイザー

中島 豊一さん

中島社労士の 
ちょっと気になるお金の話

〜全世代型社会保障のお話〜

「歩く」シリーズ第18 弾

自然・歴史・産業・文化が調和した島 
小豆島を歩く

2

3

郷土の幕末・維新期の功績を
ガイドできる喜び

熱中時間（佐賀城本丸ボランティア）1
NTT労組退職者の会 
佐賀県支部協議会

高祖 啓二さん

高祖 啓二さん

NTT労組退職者の会 佐賀県支部協議会

高祖さんは「NTTさがバルーンクラブ」のパイロットとしても活躍している

佐賀城本丸歴史館

NTT労組退職者の会 
中央協議会 会長

森嶋 正治さん

NTT労組退職者の会 
中央協議会 副会長

本橋 一郎さん

NTT労組退職者の会 
中央協議会 副会長

高橋 洋子さん

佐賀城跡に本丸御殿の一部を復
元し、2004年に開館。日本で
最初に復元された本丸御殿。館
内では、日本の近代化に貢献し
た「幕末維新期の佐賀」をテーマ
に、佐賀城の復元や幕末維新期
を先導した佐賀藩の科学技術、
佐賀が輩出した偉人などについ
て紹介している。45メートル
続く畳敷きの長い廊下や320畳
の大広間が体感できるほか、本
丸御殿を3D画面で探検できる

「バーチャル佐賀城」などが楽し
める。入館無料。

公式サイト

熱 中中
時時 間間

佐賀城本丸
ボランティア

※こころのカウンセリングサービスは 2023 年 10 月から WEB でのご予約に移行いたしました。
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年
金
額
改
定
の
仕
組
み

　
年
金
額
は
前
年
の
年
金
額
に
改
定
率
を

乗
じ
て
算
出
し
ま
す
。
68
歳
以
上
の
人
の

改
定
率
は
、
物
価
か
賃
金
の
上
昇
率
の
低

い
方
（
下
落
率
の
大
き
い
方
）
に
連
動
し
て

改
定
さ
れ
、
更
に
こ
こ
か
ら
年
金
財
政
安
定

の
た
め
「
調
整
率
０・３
％
」
を
差
引
き
年

金
額
の
上
昇
を
抑
制
し
ま
す
。
こ
の
仕
組

み
を
「
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
と
言
い
ま

す
。２
０
２
３
年
度
年
の
物
価
上
昇
率
は
２・

５
％
で
し
た
の
で
、
改
定
率
は
プ
ラ
ス
２
・

５
％
と
な
り
ま
す
が
、こ
こ
か
ら
調
整
率
０・

３
％
を
差
引
き
プ
ラ
ス
２・２
％
と
な
る
は

ず
で
す
。

　
し
か
し
続
き
が
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
、

物
価
は
マ
イ
ナ
ス
０・２
％
、
賃
金
は
マ
イ
ナ

ス
０・４
％
下
落
し
た
の
で
、
下
落
率
の
大

き
い
賃
金
に
連
動
し
て
マ
イ
ナ
ス
０・４
％
減

額
さ
れ
ま
し
た
。
で
す
が
、
本
来
こ
の
時
マ

イ
ナ
ス
０・４
％
か
ら
更
に
調
整
率
０・３
％

を
差
し
引
い
て
合
計
マ
イ
ナ
ス
０・７
％
減

額
す
べ
き
と
こ
ろ
「
マ
イ
ナ
ス
改
定
の
時
は

調
整
率
を
差
引
か
な
い
」
と
い
う
定
め
が
あ

る
の
で
、
調
整
率
０・３
％
を
差
引
か
ず
に

２
０
２
３
年
度
か
ら
差
引
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
２
０
２
３
年
度
の
年
金
額

改
定
率
は
本
来
プ
ラ
ス
２・５
％
の
と
こ
ろ

プ
ラ
ス
１・９
％［
２・５
％
マ
イ
ナ
ス
０・３
％

マ
イ
ナ
ス
０・３
％
（
２
０
２
２
年
度
分
）］

と
な
り
ま
し
た
（
図
１
右
側
）。
な
お
、
67

歳
以
下
の
人
の
年
金
額
は
賃
金（
上
昇
率
２・

８
％
）
に
連
動
し
ま
す
が
仕
組
み
は
同
じ
で

す
（
図
１
左
側
）。

　
皆
さ
ん
は
「
そ
れ
は
ひ
ど
い
」
と
考
え

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
人
の

寿
命
は
誰
に
も
分
か
ら
な
い
の
で
、
調
整

率
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
生
涯
に
受
け
取
る

年
金
総
額
の
損
得
を
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
そ
し
て
何
よ
り
年
金
制
度
を

持
続
さ
せ
な
け
れ
ば
元
も
子
も
な
い
の
で
、

保
険
料
負
担
人
口
が
減
少
し
受
給
者
人
口

が
増
加
す
る
中
で
、
年
金
財
政
安
定
の
た

め
収
入
と
支
出
（
年
金
支
給
額
）
を
バ
ラ

ン
ス
さ
せ
る
こ
と
は
合
理
的
だ
と
言
え
ま

す
。

社
会
保
障
の
理
念
と
実
現
可
能
性

　
政
府
は
「
全
世
代
型
社
会
保
障
の
基
本

理
念
」
で
「
全
て
の
国
民
が
、
そ
の
能
力

に
応
じ
て
負
担
し
、
支
え
合
う
こ
と
が
必

要
で
あ
り
、
世
代
を
超
え
た
全
て
の
人
々

が
連
帯
し
、
世
代
間
対
立
に
陥
る
こ
と
な

く
」「
全
世
代
で
社
会
保
障
を
支
え
、
ま

た
社
会
保
障
は
全
世
代
を
支
え
る
」（
筆

者
要
約
）と
述
べ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は「
素

晴
ら
し
い
理
念
」
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
私

た
ち
年
金
受
給
者
も
年
金
額
の
上
昇
を
抑

制
す
る
制
度
を
甘
受
し
て
い
ま
す
。

　
問
題
は
「
素
晴
ら
し
い
理
念
」
の
実
現

可
能
性
で
す
。そ
こ
で
、国
民
所
得（
G
N
P
）

に
対
す
る
公
的
負
担
（
税
と
保
険
料
）
の

比
率
で
あ
る
「
国
民
負
担
率
」
を
見
て
み

ま
す
と
２
０
２
０
年
度
は
47
・
９
％
で
す
。

し
か
し
、
北
欧
で
は
国
民
負
担
率
は
53
・

４
％
か
ら
65
・
９
％
に
な
っ
て
い
ま
す
（
財

務
省
：
負
担
率
に
関
す
る
資
料
）。
北
欧
で

は
国
民
が
な
ぜ
こ
の
大
き
な
負
担
に
賛
成

し
て
い
る
（
与
党
に
投
票
す
る
）
の
か
。
そ

の
カ
ギ
は
政
府
へ
の
信
頼
で
す
。
例
え
ば
、

慶
應
義
塾
大
学
の
井
手
英
策
教
授
は
「
医

療
、
介
護
、
教
育
、
子
育
て
な
ど
に
つ
い

て
で
き
る
だ
け
多
く
の
人
達
が
受
益
者
に

な
り
、
で
き
る
だ
け
誰
も
が
負
担
者
に
な

る
こ
と
で
、
共
感
の
領
域
を
広
げ
る
こ
と

が
必
要
だ
」
と
述
べ
て
い
ま
す
（「
分
か
ち

合
い
」
社
会
の
構
想
　
岩
波
書
店
）。

理
念
を
実
現
す
る
の
は
主
権
者

　
し
か
し
現
実
を
見
れ
ば
、
子
育
て
支
援

に
つ
い
て
実
現
し
た
主
な
政
策
は
「
後
期

高
齢
者
の
健
康
保
険
料
を
値
上
げ
し
そ
の

一
部
を
財
源
と
し
て
出
産
育
児
一
時
金
を

42
万
円
か
ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
た
」
こ

と
だ
け
で
、
他
の
支
援
策
の
実
現
性
は
不

明
で
す
（
８
月
時
点
）。
ま
た
、
国
家
予

算
を
見
れ
ば
社
会
保
障
費
は
高
齢
化
に
よ

る
自
然
増
に
対
応
す
る
だ
け
で
、
充
実
分

は
僅
か
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
防
衛
費
倍
増

に
向
け
て
は
「
国
立
病
院
機
構
（
旧
国
立

病
院
）
と
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
（
旧
社
会
保
険
病
院

等
）
の
積
立
金
を
返
納
さ
せ
て
防
衛
費
に

充
て
る
」
こ
と
を
制
定
し
ま
し
た
（
財

務
省
：
令
和
５
年
度
予
算
の
ポ
イ
ン
ト
）。

政
府
は
「
素
晴
ら
し
い
理
念
」
を
語
る
け

れ
ど
も
、
実
際
は
社
会
保
障
費
に
予
算
を

付
け
ず
、
防
衛
費
に
は
国
立
病
院
機
構
な

ど
に
お
金
を
ね
ん
出
さ
せ
て
ま
で
予
算
を

付
け
る
と
い
う
こ
の
矛
盾
。
こ
の
矛
盾
を

ど
う
捉
え
基
本
理
念
を
ど
の
よ
う
に
実
現

す
る
の
か
判
断
す
る
の
は
主
権
者
で
す
。

ちょっと気になる
お金の話

全世代型
社会保障のお話

なかじま・とよかず
1952年生まれ（71歳）。71年

新潟県柏崎電報電話局配属、 82年長野県松本電報
電話局、86年全電通長野県支部、99年ME総支部、
2004年東日本本部、08年全電通労働会館、その
後大病を克服し10年電通共済生協、同年ファイナ
ンシャルプランナー（AFP）登録、13年社会保険労
務士登録、14年特定社会保険労務士付記、15年
情報労連アドバイザー就任。

情報労連アドバイザー 中島社労士の

0.3%

本来の
改定率

+2.8%

67歳以下（新規裁定者） 68歳以上（既裁定者）

最終的な
改定率

+2.2%

本来の
改定率

+2.5%
最終的な
改定率

+1.9%

0.3% 0.3%

0.3%

高齢退職者にとって欠かせない社
会保障である年金制度。その年金
額は毎年改定されています。今回
は、年金改定の仕組みを確認しつ
つ、政府が掲げる「全世代型社会保
障」のあり方について考えます。

【図1】年金改定の仕組み（2023年度）

●社会保障制度




